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Ⅰ　緒言

　わが国における「特定行為に係る看護師の研修制
度」は，今後の急性期医療から在宅医療等を支えて
いく看護師を計画的に養成することを目的として，
平成27年10月１日に施行された。この研修制度は，
保健師助産師看護師法第三十七条の二第二項第一号
に規定され，特定行為には21区分38行為がある１）。
特定行為は，診療の補助であり，医師の包括的な指
示によって看護師が実施するものである。
　これをうけて日本看護協会は，認定看護師教育基
準カリキュラムに特定行為区分別科目を組み込み，
2020年から新たな認定看護師教育（以下，B 課程）
を開始した２）。脳卒中看護分野における特定行為は，

２区分５行為がカリキュラムに組み込まれたため，
熊本保健科学大学キャリア教育研修センター認定看
護師教育課程（以下，本教育課程）では，指定研修
機関としての指定をうけるべく対応を急いだ。
　当初，厚生労働省は，2025年までに10万人の看護
師が特定行為を修了できるよう目標数値を掲げたが，
新型コロナウイルス感染症の影響もあり，2022年９
月現在において特定行為を修了した看護師の数は，
6,324人にとどまっている３）。
　現在の脳卒中看護分野における特定行為において
は，すべての特定行為が実施可能な日本版 nurse 
practitioner が，脳卒中チーム内の多職種ならびに
患者・家族間をコーディネートする中核的存在とし
て期待されており４），２区分５行為であっても特定
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行為の知識や技術を活かした看護の専門性を発揮で
きる可能性は高い。
　しかしながら，脳卒中看護認定看護師教育に特定
行為研修が組み込まれた教育プログラムに変更と
なった後，特定行為がどのように脳卒中看護認定看
護師の看護実践に活かされているかは明らかになっ
ていない。日本で唯一の脳卒中看護認定看護師教育
を行っている熊本保健科学大学キャリア教育研修セ
ンター認定看護師教育課程には，脳卒中看護認定看
護師の活動が推進されるよう実態を調査し，脳卒中
患者への看護実践について明らかにする役割がある
と考える。
　そこで，特定行為が脳卒中看護認定看護師の看護
実践にどのように活かされているか現状を明らかに
し，脳卒中看護認定看護師活動における特定行為の
可能性について検討することを目的とする。

Ⅱ　方法

１．調査対象
　特定行為が脳卒中看護認定看護師の看護実践にど
のように活かされているか現状を明かにするために
は，B 課程を修了した脳卒中看護認定看護師への調
査が必要である。そこで，熊本保健科学大学キャリ

ア教育研修センター認定看護師教育課程において脳
卒中看護分野を修了した脳卒中看護認定看護師を対
象にした。なお，この教育課程で受講できる特定行
為は２区分５行為（表１）であり，修了生はそのす
べてを修了している。
２．データ収集方法
　2022年12月時点で，熊本保健科学大学キャリア教
育研修センター認定看護師教育課程脳卒中看護分野
を修了した脳卒中看護認定看護師は９名であった。
対象者にはメーリングリストを用いて連絡を行い，
研究計画について文書で説明した。Web アンケー
トによってデータを収集し，単純集計を実施した。
３．調査項目
　アンケートでは，脳卒中看護認定看護師としての
活動時間があるか，活動時間の詳細について，委員
会やチームに参加しているか，どのような委員会や
チームに参画しているか，臨床現場において特定行
為研修の内容はどのような場面で活用できているか
について尋ねた。
４．脳卒中看護認定看護師活動における特定行為の
可能性の検討
　著者および共著者の専任教員２名で，日本看護協
会基準カリキュラム脳卒中看護認定看護師に期待さ
れる８つの能力（表２）を参考に，脳卒中における

表１　脳卒中看護認定看護師教育において修了できる特定行為
１．栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 ２．精神及び神経症状に係る薬剤投与関連
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
脱水症状に対する輸液による補正

抗けいれん剤の臨時投与
抗精神病薬の臨時の投与
抗不安薬の臨時の投与

表２　脳卒中看護認定看護師に期待される８つの能力
１．脳卒中患者における脳組織への影響に対して，高い臨床推論力・病態判断力に基づいた，病態の

重篤化回避のためのモニタリングとケアの実践
２．脳卒中患者の急性期・回復期・生活期において，一貫した生活再構築のプロセス管理と，セルフ

ケア能力を高めるための計画的な回復支援
３．脳卒中患者の機能障害に対する，急性期から病態に応じた活動性維持・促進のため，適切な早期

リハビリテーション看護実践
４．脳卒中に伴う機能障害が日常生活に及ぼす影響を予測した，生活の再構築のためのケア
５．脳卒中の発症・再発作予防のための健康管理について，脳卒中患者および家族に対する指導
６．脳卒中患者および家族の権利を擁護し，自己決定を尊重した看護実践
７．より質の高い医療と地域連携を推進するため，多職種と協働し，チーム医療のキーパーソンとし

て役割を果たす
８．脳卒中看護の役割モデルを示し，看護職への指導，看護職等へのコンサルテーション
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看護の対象が辿る経過に照らして，脳卒中看護認定
看護師活動における特定行為の知識や技術を用いた
ケアについて検討する。
５．倫理的配慮
　本調査においてアンケートの項目は，要配慮個人
情報や身体的あるいは心理的負担が生じない項目と
し，個人が特定できないよう配慮した。また，対象
者の自由参加とし，匿名性を担保すること，回答し
ないことが不利益にはならないことを説明し，アン
ケートへの回答をもって同意を得たものとした。

Ⅲ　結果

１ ．熊本保健科学大学キャリア教育研修センター認
定看護師教育課程を修了した脳卒中看護認定看護
師の活動の現状

　対象者９名に調査を依頼し，８名から回答があっ
た。脳卒中看護認定看護師としての活動時間が「あ
る」と回答したのは３名，「ない」と回答したのは
５名であった。活動時間が「ある」と回答した対象
者のうち，活動時間が週に１回が２名，月に１回が
１名であった。
　次に，回答のあった８名のうち，所属施設内で委
員会やチームに参画していたのは７名であった。複
数回答によって得られた回答は，せん妄と認知症に
関するチーム４名，教育に関するチーム２名，他職
種連携チーム２名，脳卒中リハビリチーム１名，排
尿自立支援１名であり，せん妄と認知症に関する
チームが最も多かった。
　特定行為研修で学んだ内容がどのような場面で，

どのように活用されているかという自由記述には，
認知症ケアラウンド時の認知症看護認定看護師との
ディスカッション，臨床推論による病態把握や予後
予測というアセスメントに関する内容，対応困難患
者の薬物調整，せん妄患者への対策におけるアセス
メントにおいて活用されていることが回答された。
２ ．脳卒中看護認定看護師が実施する特定行為に関

する検討
　著者と共著者を含む本教育課程の専任教員２名で，
脳卒中における看護の対象が辿る経過に照らして，
脳卒中看護認定看護師活動における特定行為の知識
や技術を使用したケアについて検討した。なお，脳
卒中予防が含まれること，在宅で生活している方を
患者と表現することは適切ではないことから，ここ
では脳卒中患者と表現せず看護の対象と記した。
　看護の対象が辿る経過に照らすと，脳卒中看護認
定看護師には，脳卒中予防から急性期・回復期・生
活期・終末期の各期を支える役割があり，対象の意
思表明と自己決定の連続を支援する姿勢が必要であ
ることが明らかになった。
　まず，栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連の特
定行為については，脳卒中発症前のアセスメントと
してサルコペニアの判断や，急性期から回復期にお
いては過不足ない栄養状態を保つためのアセスメン
ト，脳循環を維持するための水分管理，終末期にお
いては QOL を目指した栄養や不要な水分補給を検
討することが可能となることが検討された。
　次に，精神及び神経症状に係る薬剤投与関連の特
定行為は，急性期ではせん妄の直接因子に対する重
篤化回避の支援技術によって，抗精神病薬に頼らな

図　看護の対象の経過における脳卒中看護領域の特定行為
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い，せん妄予防ケアの提案を可能とする。さらには，
全ての期において，活動と睡眠のバランスを整える
ケアへの提案や抗けいれん剤に関する調整など，生
活期や終末期の生活を支えるケアを実践できる可能
性があることが検討された。

Ⅳ　考察

１ ．熊本保健科学大学キャリア教育研修センター認
定看護師教育課程を修了した脳卒中看護認定看護
師の活動の現状

　脳卒中看護認定看護師は，認定看護師活動時間の
有無に関わらず，せん妄や認知症に関するチームに
最も多く所属し，修了した特定行為の知識や技術を
発揮していることが明らかになった。修了した特定
行為が発揮されるチームへの配置によって，脳卒中
看護認定看護師の活動の幅が広がっており，看護管
理者の采配が大きく影響していることが考えられた。
特定行為研修修了者の複数配置に関する実態把握及
び有効活用に影響する要因の調査において，すでに
効果を上げている事例が広く共有され，看護管理者
が特定行為研修を，看護職，協働する医師や医療
チーム，患者にとって有益な制度であると認識する
ことが重要であると言われているため５），脳卒中看
護認定看護師として特定行為の知識と技術を患者ケ
アにどのように用いることができるのか，看護管理
者にアピールしていくことが重要であると考える。
　せん妄は２次的に生じている意識障害であるが，
脳卒中は１次的に生じている意識障害であり，なぜ
意識障害が生じているのか，意識障害が遷延してい
る原因は何か，を考える能力を身につけていること
が強みとなり，認知症やせん妄ケアチームにおいて
活躍していることが考えられた。
　また自由記述では，認知症ケアラウンド時の認知
症看護認定看護師とのディスカッションにおいて，
特定行為の知識や技術が役立っているとの回答が
あった。認知症には，血管性認知症やアルツハイ
マー型認知症との混合型の認知症があり，脳卒中は
認知症の原因疾患である。そのため，脳卒中看護分
野の専門科目や，特定行為区分別科目における脳機
能の専門的な知識と技術によって認知症の人の丁寧
なアセスメントを行い，生活障害など対象に合わせ
たケアが提案できていることが考えられた。
２．脳卒中看護認定看護師の活動における特定行為

　 脳卒中看護認定看護師には，実践・相談・指導
という３つの役割があり，脳卒中の発症予防から看
取りまでの一連を支えるという専門性がある。また，
特定行為研修終了後には，あらゆる場において医療
ニーズのある人々とその家族を支え，地域・施設間
の連携にも寄与する看護師の在り方が期待されてい
る６）。看護の対象が辿る急性期・回復期・生活期と
各期に区切って実践知を積むことの難しさが言われ
ているが７），特定行為の知識や技術は，対象が置か
れているどの期においても必要とされるものであり，
経過の中で患者の回復過程を支え，他職種との連携
の礎になることが考えられた。
　次に栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連の特定
行為では，サルコペニアや過不足ない栄養，終末期
においては QOL を目指した栄養や水分補給を検討
するなど，対象の状況に応じた判断に特定行為の知
識や技術の発揮が期待された。
　また，精神及び神経症状に係る薬剤投与関連の特
定行為では，脳卒中の重篤化を回避するための支援
技術によって，抗精神病薬に頼らない，せん妄予防
ケア提案できる可能性が検討された。さらには，脳
卒中の全期において，活動と睡眠のバランスを整え
るケアへの提案や抗けいれん剤に関する調整など，
生活期や終末期の生活を支えるケアを実践できる可
能性が考えられた。

Ⅴ　結語

　脳卒中看護認定看護師は，特定行為の知識や技術
を脳卒中患者のみに提供するにとどまらず，せん妄
や認知症ケアのアセスメントとして，より多くの患
者に生かしていることが明らかになった。修了した
特定行為が発揮されるチームへの配置によって，脳
卒中看護認定看護師の活動の幅が広がっており，脳
卒中看護認定看護師として特定行為の知識と技術が
患者ケアの何に用いることができるのか，アピール
していくことも重要である。
　さらに，脳卒中の発症予防から終末期まで，対象
が置かれているどの期においても，特定行為の知識
や技術が発揮される可能性が示唆された。
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